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フンボルトとリッター
　手塚　章

　私の研究分野（人文地理学）と図書館資料の関

係について，が与えられたテーマであるが，以下

では筑波大学附属図書館とのごく個人的な係わり

を中心に述べてみたい。

　表題にかかげた２人は，１８世紀末から１９世紀の

前半にかけて活躍した著名な地理学者であり，「近

代地理学の父」として現在もよく紹介される。彼

らがいかに有名かは，没後百年の１９５９年に日本地

理学会・東京地学協会主催の「フンボルト・リッ

ター１００年祭」が行われたことに表れている。外

国人地理学者に対して，この種の催しは２人以外

に考えづらい。

　もっとも，フンボルトについていえば，単に地

理学者と呼ぶわけにはいくまい。彼は何よりもま

ず博物学者であり，またドイツを代表する大旅行

家であった。また，フンボルト財団の招へいでド

イツに滞在した数多くの研究者にとって，フンボ

ルトが地理学と係わっていたことなど，恐らく想

像の彼方であろう。

　地理学の世界でそれほど有名であったにもかかわ

らず，私と２人との付き合いは古くない。きっかけ

は１９８４年に図書館の大型コレクションとしてフンボ

ルトの「新大陸における熱帯諸地域への旅行（全３０
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フンボルト「アンデスとその付近の自然図」（１８０８年）
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ある。命じられてその申請書を作成した私として

は，５階の大型書架に豪華本が並べられるや，何

度も足を運んだものである。

　それまで「地理学史」の講義で聞かされてはい

たが，ちょっと古すぎると思ったせいか，ほとん

ど関心を持たなかったフンボルトが，急に身近な

存在になった。読んでみると，なかなか面白いし

現代に通じる箇所も多い。ちょうど当時は，地理

学方法論の古典を系統的に読み直す作業をしてい

るところであった。そこで，検討対象の時代をほ

ぼ百年さかのぼって１８世紀末からとし，フンボル

ト（と必然的にリッター）の文献を集めだしたわ

けである。

　その成果が１９９１年に刊行した『地理学の古典』

であるが，内容の３分の１をフンボルトとリッ

ターに割り当てた。成立過程からいえば，いわば

付加的な部分といえる。しかし，反響が大きかっ

たのは，むしろこの部分で，とくにフンボルトに

ついては多くの方々からお褒めの言葉をいただい

た。日本に多くのフンボルト・ファンがいること

を再認識したしだいである。

　たしかにフンボルトの文章は，現代人にも十分

に面白い。彼のもう一つの代表作である「コスモ

ス」は，発売と同時に書店に列ができたという伝

説があり，ベストセラー化した世界初の科学書と

いわれている。いってみれば偶然にフンボルトと

出会った私であるが，それからというもの折りに

触れてはその著作に読みふけった。

　『地理学の古典』ではフンボルトの地理学方法論

に焦点をあてたが，著作家としての彼の本領がそ

こにあるわけではない。むしろ，おびただしく残

された文章のうち，方法論的な考察はごくわずか

なものである。フンボルトの魅力は，フィールド

ワークに基づく景観や地域社会の具体的な記述に

ある。こうした観点から編纂したのが『続地理学

の古典：フンボルトの世界』で，その中心をなし

ているのは１７９９～１８０４年に行われた熱帯アメリカ

旅行である。そこでは，中央図書館に並んでいる

３０巻本を十二分に活用させていただいた。

　したがって，ことフンボルトについては，その

原典の多くが筑波大学の図書館に所蔵されてい

る。「コスモス（全５巻）」（������）も一部欠け

てはいるが，主要な部分を見ることができる。ま

た『続地理学の古典』にその一部を収録した名著

「自然の姿」も，中央図書館で見ることができる。も

ちろん，重要な文献で欠けているものも多く，国

会図書館や他大学の所蔵文献で補う必要がある。

しかし，フンボルト関連文献の充実度からいえば，

筑波大学はおそらく日本一ではないかと思う。

　他方，リッターに関しては，事情が多少こみいっ

ている。結局のところ，『地理学の古典』に収録し

た文章の原典は，筑波大学の図書館ではなく国会

図書館で入手した。また，リッターを代表する大

著「地理学（全１９巻）」（��������）にしても，筑

波大学には飛び飛びに数冊あるだけで，全貌をう

かがうには程遠い。東京大学と京都大学の地理学

教室がこの膨大な著作をほぼ完全なかたちで所蔵

するのに対して，はなはだ見劣りがする。

　先輩にいわせると，かつての東京教育大学では，

きちんと揃っていたそうである。筑波移転のどさく

さに紛れて，他の貴重図書とともに多くが行方不明

になったという説明であった。もっとも，学部学生

時代を東京教育大学ですごした経験でいうと，地理

学教室の図書室でそれらを目にした記憶がない。当

時から現物はあちらこちらの研究室，あるいは教官

（もと教官）の書斎に散らばっていたのではないか。

移転にさいして，それが表面化したのが事の真相で

はなかったろうかと思っている。

　現在でも図書の紛失はあるだろうが，移転前と

は比べものになるまい。自由に利用でき，きちん

と管理するという点で，現行のシステムはなかな

か優れている。難をいえば，東京教育大学からの

移送図書がまだ別扱いで，中央図書館の１階に

眠っていることである。新旧の蔵書が統合されれ

ば，単なる足し算以上の効果を発揮するであろう。

　以上，フンボルトとリッターにからめて，図書

館と私とのささやかな接触を述べた。もちろん，

地理学の分野として，これはいささか異例の部類

に属するであろう。

　通常の研究プロセスにおいて，最も一般的に使
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われる図書館資料は国際学術雑誌である。現在，

筑波大学が購入している地理学関係の学術雑誌

は，その質と量からいって日本最高のレベルにあ

る。筑波大学は，地理学分野における日本最大の

研究センターであり，本学で育ち全国各地に散っ

た地理学研究者が最新の文献を求めて中央図書館

詣でをすることもまれではない。

　しかし，同時に，東京高師・文理科大学からの

伝統を引き継ぐ筑波大学には，過去の貴重な文献

資料が眠っている。引っ越しにともなう多少の散

　９月から，��エルゼビア社の��－２１プロジェク

トへの参加に伴い，筑波大学においても本格的な

電子ジャーナルのサービスが始まりました。電子

ジャーナルへの取り組みは，急速に進んでいるの

ですが，今回は，電子ジャーナルの現況とわが国

の大学における電子ジャーナル導入を巡る状況に

ついて，見ることにします。

電子ジャーナル・サービスの現況

　今のようなインターネット上で学術雑誌が読め

る電子ジャーナルの登場は，１９９２年１０月のＯＣＬＣ

による　��������	�　��������　������　が最初と

されています。当初は，冊子体の存在しない，オ

ンラインのみのものが中心でした。その後，エル

ゼビア社のＴＵＬＩＰ実験計画の成果を踏まえ，

学術出版社系を中心に冊子体の存在するものを電

子化して提供する形態が増加し，現在ではこちら

が主流になっています。米国で「電子ジャーナル

の年」とされている１９９６年には，各社の電子ジャー

ナルが相次いで提供され，実験段階から大きく実

用段階に踏み込んでいます。

　代表的なサービスとしては，学術出版社系では，

エルゼビア社の　�������������及びＥＥＳ，アカ

デミック・プレス社のＩＤＥＡＬ，シュプリン

ガー・フェアラーク社のＬＩＮＫ，ワイリー社の

������������，他にオックスフォード大学出版局，

ブラックウェル社などのサービスも知られていま

す。

　学協会系では，米国化学会（ＡＣＳ），米国物理

学協会（ＡＩＰ），米国電気・電子技術者協会

（ＩＥＥＥ），英国王立化学会（ＲＳＣ），英国物理

学協会（ＩＯＰ），英国電気技術者協会（ＩＥＥ）

などの大手が積極的に取り組んでいます。なお，

ＩＯＰの刊行する３５誌については，今年の秋口か

ら，文部省学術情報センターがナショナル・サイ

トとなり，わが国の学術研究機関に無料提供（各

機関の雑誌講読の有無にかかわらず）されること

が決まっています。

　さらに，スエッツ社の��������，　ＯＣＬＣの

��������	�　����������	　������，オーヴィド社の

����������	
��，シルバープラッター社の������

������（ＥＲＬの拡張版）などのように複数の出

版社の電子ジャーナルを包括的に提供するアグリ

ゲーター・サービスというのもあります。

　わが国では，学術情報センターが日本の学協会

誌のフルテキストを提供する電子図書館サービス

を１９９７年４月から始めています。　３００タイトルに

及ぶ学協会誌を提供しています。また，日本化学

逸はあるが，その遺産は地理学分野に関するかぎ

り，東京大学・京都大学の両地理学教室図書室と

ともに，日本３大蔵書の名にあたいしよう。『地理

学の古典』は韓国語版が出され，『続地理学の古典』

についても近く刊行の予定であるが，その準備に

あたられた韓国の地理学研究者が来日されたお

り，中央図書館で当該の原典にじかに接していた

だいた。それは，筑波大学にいるわれわれが，非

常にめぐまれた環境にいることを再認識させてく

れる機会でもあった。　　　

　（てづか・あきら　地球科学系�教授）

シリーズ・電子ジャーナル（２）

　電子ジャーナルの導入をめぐって


